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持っている。ＳＤＧｓは，今，社会を支えている大
人が達成すべき目標であることは確かだが，将来，
社会を担っていく子供たちにとっても達成すべき重
要な課題である。ＳＤＧｓの達成の成果や効果は，
今の世代ではなく，将来の世代，今の子供たちが大
人になり，さらに彼らの子供たちが活躍するような
時代においてやっと確認できるものである。そのた
め，学校教育は，その活動のあらゆる面を通して子
供たちにＳＤＧｓ達成の重要性と意義を伝えていく
義務があると考えてよいだろう。
　しかしながら，教育現場においては，ＥＳＤの意
味をやっと理解し実践に向かっている段階で，ＳＤ
Ｇｓが出てきて困っているという声も聞かれるよう
に，ＳＤＧｓにスムーズに取り組めない事情も見ら
れる1）。学校は，国や自治体，そして社会から次々
に求められる様々な要請を受け止めるだけで精いっ
ぱいで，本音としてはこれ以上その期待には応えら
れないというところであろう。しかし，そのような
教育現場の事情を考慮した上でも，ＳＤＧｓは学校
教育にとって避けては通れない課題である。なぜな
ら，それは，ＥＳＤとともに従来の学校教育の目標
を大きく変えるものであるからである。学校教育に
関わるものには，ＥＳＤにしても，ＳＤＧｓにして
も，その重要性と意義を十分に理解したうえで，そ
れをどのように受け止め，実践するかということが
求められているのである。
　本稿では，ＳＤＧｓが学校教育にとってどのよう
な意義を持っているかを検討しつつ，特に，小学校
及び中学校の社会科や総合的な学習の時間におい
て，それをどのように授業として展開していくかを
明らかにしていく。そのうえで，具体的な授業づく
りの方法を，具体的な単元計画を示しながら提案し
ていきたい。（桑原）
Ⅱ．ＳＤＧｓとは何か
　ＳＤＧｓは，日本語では「持続可能な開発目標」
と訳されることが多い。先に述べたように，ＳＤＧ
ｓは，今やあらゆる社会において，人々の活動のあ
らゆる面に影響を与える概念となっている。このよ
うにＳＤＧｓが浸透した理由は，誰もがかかわるこ
とができる大きな目標を掲げる一方で，期限を明確
にすることで誰もがその達成に向けて計画的に行動
できるようにしたことにあるのではなかろうか。
　政府のＳＤＧｓ推進本部円卓会議委員を務め，Ｓ
ＤＧｓ関連の政府の委員を多数努めている慶應義塾
大学教授の蟹江憲史は，著書『ＳＤＧｓ（持続可能
な開発目標）』において，ＳＤＧｓの全体像から具
体的な取り組み，さらには今後の展開について具体
的に論じている2）。ＳＤＧｓは2015年９月の国連総
会で，加盟193 ヵ国全てが賛同した国際目標である。
蟹江は，このように，全ての国連加盟国が賛同した
点が重要であるとして，次のように述べている。
　　 あらゆる国が，その政治的イデオロギーや，地
理的な位置，軍事的・経済的パワーの違いを超
越して，将来の世界の姿はこうあるべきだ，と
いう大きな目標に賛同しているのである3）。
　国際平和や環境保全を追求する条約であっても，
国同士の主張が対立し，全ての国が同意することは
難しい。それを踏まえると，ＳＤＧｓほどの多岐に
わたる国際目標に全ての加盟国が同意したことの意
味は，蟹江が指摘しているように「とてつもなく大
きい」と言える。ＳＤＧｓは，世界の進むべき方向
を示しているのであり，国はもちろんのこと，自治
体，民間企業，ＮＰＯ，個人など社会を構成するあ
らゆる主体の行動指針となるものである。
　よく知られているように，ＳＤＧｓには17の目標
（goal）と，169のターゲット（target）がある。蟹江
によると，17の目標は，「比較的抽象的な表現による，
地球規模での目指すべき到達点」であり，「ヴィジョ
ンといってもよいような大目標」である4）。その一
方で，ターゲットは「達成を目指す年や数値を含む，
より具体的な到達点」であり，中には達成年が異な
るものもある5）。これらの目標の上位には，二つの
理念と五つの原則があるということである。二つの
理念とは，「我々の世界を変革する」と「だれ一人
取り残されない」ことである6）。また，五つの原則は，
人間（People），地球（Planet），繁栄（Prosperity），
平和（Peace），パートナーシップ（Partnership）で
ある7）。これらの原則の中で，目標達成を実現して
いくための鍵となるのが，パートナーシップである。
国同士がお互いを尊重しパートナーシップを組むこ
とが課題解決の可能性を広げることはもちろん，国
を越えた様々な機関や組織の活躍も近年重要になっ
ている。その点について，蟹江は国内状況を例に次
のように述べている。
　　 国内でも企業やＮＰＯなど多様なステークホル
ダー（利害関係者）と，国や自治体という公共
の主体が，対等なパートナーとして問題解決を
図る。これこそが持続可能な解決法を生み出し
ていく8）。
　ＳＤＧｓの特徴として，蟹江は，仕組み，測る，
総合性の三点を挙げている。仕組みについては，細
かい仕組みがないことがＳＤＧｓの大きな特徴であ
るということである。ＳＤＧｓには目標とターゲッ
トがあるのみで，法的拘束力すらない。このように
ルールがないため，自由に目標達成に向けた方法を
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考え，それぞれが自身のやり方で対応を進めること
ができる。このような仕組みを，蟹江は「目標ベー
スのガバナンス」と呼び，それは「詳細な実施ルー
ルは定めず，目標のみを掲げて進めるグローバル・
ガバナンスのこと」であると述べている9）。この目
標ベースのガバナンスを蟹江は高く評価し，「70周
年を迎えた国連が，歴史上はじめて踏み込んだチャ
レンジ」と位置付けている10）。第二の特徴の測ると
は，その進捗状況を測り評価するということである。
この測るということについては，「自治体間や国家
間で比較することではなく，目標にどれだけ近づい
ているかを測ることであり，それこそがＳＤＧｓに
関する計測の神髄」であると述べられている11）。第
三の特徴の総合性については，ＳＤＧｓの目標群が，
「現在と未来の社会の骨格をかたちづくる」もので
あると述べられている12）。
　以上のようなＳＤＧｓの理念や特徴をふまえる
と，その本質は，高い目標を掲げ，その実現を前提
として今を作っていくことであると言えるのではな
いか。蟹江は，これを「バックキャスティング」の
発想であると説明しているが，まさにその通りで，
目標からさかのぼって今何をするかを考えていくこ
とがＳＤＧｓには求められるのである。ＳＤＧｓを
学ぶとは，単にＳＤＧｓを知るということや，ＳＤ
Ｇｓに学習内容を関連付けるということではなく，
この本質を理解し，それを踏まえた発想や思考がで
きる力を育成することではなかろうか。（桑原）
Ⅲ ．先行研究の分析―ＳＤＧｓを取り入れた教育内
容開発研究の検討―
　ＳＤＧｓは先にもその特徴として総合性を挙げた
ように，非常に広範囲にわたるものであるため，様々
な学問分野で研究成果が報告されている。教育学の
分野では比較的最近になってから研究成果が発表さ
れているが，本章では，授業づくりに関わる論文を
取り上げて，それらの特質と課題を明らかにする。
　ＳＤＧｓを取り入れた授業づくりに関する論文
は，ここ数年の間に多く発表されているが，2020
年になってから一気にその数が増えている。それら
の研究を整理すると，教科学習と総合的な学習の時
間ではＳＤＧｓとのかかわり方が異なっていること
が分かる。そして，教科学習に関しては，さらにそ
の関わり方にいくつかのパターンが見られることが
明らかになった。
　総合的な学習の時間に関する先行研究としては，
梶木尚美の「総合的な学習の時間におけるＴＯＫ思
考法の導入―探究プロセスとクリティカル思考―」
（2019）がある13）。梶木は，国際バカロレアのＴＯ
Ｋ（知の理論）思考法を授業に取り入れ，ＳＤＧｓ
をテーマにした探求学習を総合的な学習の中で行っ
た取り組みを報告している。生徒は，ＳＤＧｓに関
する諸問題の中から探究する問いを作り探究活動に
取り組む。そして，ＳＤＧｓを達成するための提案
をパフォーマンス課題として行う。生徒が設定した
具体的な問いや探究の過程について報告されていな
いので検討することができないが，ＳＤＧｓはテー
マとして授業に取り入れられており，最終的にはそ
の目標に向けた探究活動の一環としてのパフォーマ
ンス課題に生徒は取り組んでいる。このように，総
合的な学習の時間においては，ＳＤＧｓはテーマと
して取り入れられており，学習者は探究活動を通し
て自らＳＤＧｓに取り組むことになる。
　教科学習に関する研究には，教科内容とＳＤＧｓ
を関連付けるものと，ＳＤＧｓを視点として教科内
容を捉えなおすものがある。前者には，井元りえに
よる「国連の持続可能な開発目標（SDGs）をテー
マにした授業―総合的な学習の時間における家庭科
教諭と栄養教諭による協同―」（2017）や，紺谷正樹・
山本利一による「ガイダンスで育む持続可能な社会
のあり方を主体的に考察する授業実践」（2020）が
ある14）。井元は，国際家政学会とＳＤＧｓとの関わ
りについて述べたうえで，ＳＤＧｓの目標草案作成
グループに関わった立場から，目標12と家庭科教
育との関係について論じ，目標12が家庭科の「身
近な消費生活と環境」や「家庭・家庭生活に関わる」
内容に関連していると述べている。紺谷と山本は，
中学校技術・家庭科の技術分野のガイダンス的な授
業において，ＳＤＧｓと教科の関わりについて考え
させる実践を報告している。生徒は，ワークシート
を用いてＳＤＧｓの17の目標と，技術科の４つの
内容，理科，社会科，その他の教科とを関連付けて
いる。ＳＤＧｓの17の目標が，いずれかの内容に
関連付けられることを実感させていた。
　ＳＤＧｓを視点として教科内容を捉えなおし，授
業を提案している研究としては，新宮済・中澤静男
による，「ＥＳＤとしての行動化を促す単元開発 : 
小学校5年生社会科「国土の森林」の実践から」（2020）
と，中村仁による「ＳＤＧｓの視点で世界や日本の
諸問題について考える～時間・空間認識を育てる探
求的な学習の展開～」（2020）がある15）。新宮・中
澤は，小学校社会科第５学年の森林の学習とＳＤＧ
ｓとの関連を論じたうえで，全12時間の単元計画
を提案している。提案された単元では，林野庁の「木
づかい運動」を取り上げて，その意味を考えさせた
うえで，ゲストティーチャーから森林の働きや林業
の問題について学び，自分たちにできる「木づかい
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持っている。ＳＤＧｓは，今，社会を支えている大
人が達成すべき目標であることは確かだが，将来，
社会を担っていく子供たちにとっても達成すべき重
要な課題である。ＳＤＧｓの達成の成果や効果は，
今の世代ではなく，将来の世代，今の子供たちが大
人になり，さらに彼らの子供たちが活躍するような
時代においてやっと確認できるものである。そのた
め，学校教育は，その活動のあらゆる面を通して子
供たちにＳＤＧｓ達成の重要性と意義を伝えていく
義務があると考えてよいだろう。
　しかしながら，教育現場においては，ＥＳＤの意
味をやっと理解し実践に向かっている段階で，ＳＤ
Ｇｓが出てきて困っているという声も聞かれるよう
に，ＳＤＧｓにスムーズに取り組めない事情も見ら
れる1）。学校は，国や自治体，そして社会から次々
に求められる様々な要請を受け止めるだけで精いっ
ぱいで，本音としてはこれ以上その期待には応えら
れないというところであろう。しかし，そのような
教育現場の事情を考慮した上でも，ＳＤＧｓは学校
教育にとって避けては通れない課題である。なぜな
ら，それは，ＥＳＤとともに従来の学校教育の目標
を大きく変えるものであるからである。学校教育に
関わるものには，ＥＳＤにしても，ＳＤＧｓにして
も，その重要性と意義を十分に理解したうえで，そ
れをどのように受け止め，実践するかということが
求められているのである。
　本稿では，ＳＤＧｓが学校教育にとってどのよう
な意義を持っているかを検討しつつ，特に，小学校
及び中学校の社会科や総合的な学習の時間におい
て，それをどのように授業として展開していくかを
明らかにしていく。そのうえで，具体的な授業づく
りの方法を，具体的な単元計画を示しながら提案し
ていきたい。（桑原）
Ⅱ．ＳＤＧｓとは何か
　ＳＤＧｓは，日本語では「持続可能な開発目標」
と訳されることが多い。先に述べたように，ＳＤＧ
ｓは，今やあらゆる社会において，人々の活動のあ
らゆる面に影響を与える概念となっている。このよ
うにＳＤＧｓが浸透した理由は，誰もがかかわるこ
とができる大きな目標を掲げる一方で，期限を明確
にすることで誰もがその達成に向けて計画的に行動
できるようにしたことにあるのではなかろうか。
　政府のＳＤＧｓ推進本部円卓会議委員を務め，Ｓ
ＤＧｓ関連の政府の委員を多数努めている慶應義塾
大学教授の蟹江憲史は，著書『ＳＤＧｓ（持続可能
な開発目標）』において，ＳＤＧｓの全体像から具
体的な取り組み，さらには今後の展開について具体
的に論じている2）。ＳＤＧｓは2015年９月の国連総
会で，加盟193 ヵ国全てが賛同した国際目標である。
蟹江は，このように，全ての国連加盟国が賛同した
点が重要であるとして，次のように述べている。
　　 あらゆる国が，その政治的イデオロギーや，地
理的な位置，軍事的・経済的パワーの違いを超
越して，将来の世界の姿はこうあるべきだ，と
いう大きな目標に賛同しているのである3）。
　国際平和や環境保全を追求する条約であっても，
国同士の主張が対立し，全ての国が同意することは
難しい。それを踏まえると，ＳＤＧｓほどの多岐に
わたる国際目標に全ての加盟国が同意したことの意
味は，蟹江が指摘しているように「とてつもなく大
きい」と言える。ＳＤＧｓは，世界の進むべき方向
を示しているのであり，国はもちろんのこと，自治
体，民間企業，ＮＰＯ，個人など社会を構成するあ
らゆる主体の行動指針となるものである。
　よく知られているように，ＳＤＧｓには17の目標
（goal）と，169のターゲット（target）がある。蟹江
によると，17の目標は，「比較的抽象的な表現による，
地球規模での目指すべき到達点」であり，「ヴィジョ
ンといってもよいような大目標」である4）。その一
方で，ターゲットは「達成を目指す年や数値を含む，
より具体的な到達点」であり，中には達成年が異な
るものもある5）。これらの目標の上位には，二つの
理念と五つの原則があるということである。二つの
理念とは，「我々の世界を変革する」と「だれ一人
取り残されない」ことである6）。また，五つの原則は，
人間（People），地球（Planet），繁栄（Prosperity），
平和（Peace），パートナーシップ（Partnership）で
ある7）。これらの原則の中で，目標達成を実現して
いくための鍵となるのが，パートナーシップである。
国同士がお互いを尊重しパートナーシップを組むこ
とが課題解決の可能性を広げることはもちろん，国
を越えた様々な機関や組織の活躍も近年重要になっ
ている。その点について，蟹江は国内状況を例に次
のように述べている。
　　 国内でも企業やＮＰＯなど多様なステークホル
ダー（利害関係者）と，国や自治体という公共
の主体が，対等なパートナーとして問題解決を
図る。これこそが持続可能な解決法を生み出し
ていく8）。
　ＳＤＧｓの特徴として，蟹江は，仕組み，測る，
総合性の三点を挙げている。仕組みについては，細
かい仕組みがないことがＳＤＧｓの大きな特徴であ
るということである。ＳＤＧｓには目標とターゲッ
トがあるのみで，法的拘束力すらない。このように
ルールがないため，自由に目標達成に向けた方法を
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運動」について考えさせている。最終的には，「行
動宣言ポスター」を作り，より多くの人々に「木づ
かい運動」を広めようとしている。中村は，世界や
日本の諸問題をＳＤＧｓの視点で考えさせる全９時
間の授業を報告している。単元ではエネルギーの問
題，第一次産業の抱える問題，工業，商業，サービ
ス業の問題，交通・通信網の問題を考えＳＤＧｓの
視点から解決策を検討し，最終的にはマイクロプラ
スチックの問題を取り上げて，その問題について家
庭でもできる取り組みを考えさせている。最後の時
間については詳細な指導案が示されているが，生徒
は持続可能なプラスチック利用について考えたうえ
で，当事者として自分たちにできることを提案して
いる。
　以上のように，総合的な学習の時間と教科におけ
るＳＤＧｓを取り入れた教育内容開発研究は，いず
れもＳＤＧｓの17の目標に注目している。そして，
いずれも，生徒に自分たちの学習とＳＤＧｓの17
の目標が関連していることを意識させるような学習
になっている。総合的な学習の時間に関わる梶木や，
社会科に関わる新宮・中澤や中村の実践は，教科の
学習をふまえて，ＳＤＧｓに関わる態度や行動を育
成しようとしている。ＳＤＧｓの視点からの教科内
容の理解にとどまるか，ＳＤＧｓに関わる態度・行
動の育成まで目指すかの違いはあっても，17の目
標の内容と学習を関連付けるというＳＤＧｓとの関
わり方はいずれの先行研究にも共通している。しか
し，Ⅱ章で論じたような，ＳＤＧｓの本質が学習に
反映されているとは言えないのではないか。Ⅱ章で，
ＳＤＧｓの本質を，高い目標を掲げ，その実現を前
提として今を作っていくことではないかと述べた
が，そのようなＳＤＧｓの17の目標の背後にある
理念と原理に迫る実践は見られない。ＳＤＧｓを取
り入れた教育内容開発研究においては，今後，ＳＤ
Ｇｓの目標の内容に注目するだけではなく，それら
の目標の設定に関わる理念や原理を学習の原理とし
て活かすことが期待されるのではないだろうか。（桑
原）
Ⅳ．社会科とＳＤＧｓ
１．小学校社会科とＳＤＧｓ
　今回の学習指導要領改訂の方針を示した，2016
年12月に示された中央教育審議会の「幼稚園，小
学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指
導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」
では，社会科，地理歴史科，公民科の改善の基本方
針及び具体的な改善事項が示されている。そこでは，
ＳＤＧｓを視野に入れた改善が求められている。具
体的には，国家及び社会の形成者として必要な資質・
能力として，「持続可能な社会づくりの観点から地
球規模の諸課題や地域課題を解決しようとする態
度」が挙げられている16）。また，「思考力・判断力・
表現力等」として，「社会に見られる課題を把握して，
その解決に向けて構想する力」が求められている17）。
このように，2017，2018年改訂の学習指導要領では，
社会科，地理歴史科，公民科において，グローバル
またはローカルな課題について，その原因や理由を
解明し理解することだけではなく，将来の社会のあ
り方を構想し，解決策を考案して，それに寄与しよ
うとする態度やそれを実行することが求められてい
るのである。これらを「持続可能な社会づくりの観
点から」行うことが期待されていることが示してい
るように，2017，2018年改訂の学習指導要領は，
ＳＤＧｓを視点として取り入れたものになっている
のである。本章では，そのことを小・中学校社会科
で確認していきたい。
⑴小学校学習指導要領におけるＳＤＧｓ
　小学校社会科の教科目標には，社会的な課題の解
決に向けて取り組む態度の育成が含まれており，Ｓ
ＤＧｓの視点が反映されている。小学校段階であっ
ても，将来の社会のあり方を選択し，そのあり方に
そった解決方法を判断することが期待されており，
持続可能な社会の形成に向けた目標を設定し，それ
に向けて努力することが期待されているのである。
　小学校社会科の教科目標は，下記のようになって
いる。
　　 社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究し
たり解決したりする活動を通して，グローバル
化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的
な国家及び社会の形成者に必要な公民としての
資質・能力の基礎を次のとおり育成することを
目指す18）。（下線は筆者）
この中で，「課題を追求したり解決したりする活動」
とは，いわゆる，問題解決的な学習過程のことを意
味しており，「児童が社会的事象から学習問題を見
いだし，問題解決の見通しをもって他者と協働的に
追究し，追究結果を振り返ってまとめたり，新たな
問いを見いだしたりする学習過程などを工夫するこ
と」が期待されている19）。ここで注目すべきは，
問題解決の見通しをもって追究する際に，「他者と
協働的」に取り組むことが求められていることであ
る。問題解決に向けて自分自身が主体的に臨むだけ
ではなく，他者との協働が求められていることは，
ＳＤＧｓの目標の背後にある五つの原則の一つであ
る，パートナーシップに通じるものがある。
　また，思考力，判断力，表現力等に関する目標は，
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下記のようになっている。
　　 社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的
に考えたり，社会に見られる課題を把握して，
その解決に向けて社会への関わり方を選択・判
断したりする力，考えたことや選択・判断した
ことを適切に表現する力を養う20）。（下線は筆
者）
　この中で，解決に向けて社会への関わり方を選択・
判断したりすることについては，よりよい社会を考
えたうえで，具体的に次のようなことが求められる
と説明されている。
　　 農業の発展に向けては，農家相互の連携・協力，
農業協同組合や試験場等の支援などが結び付い
て取り組まれている。また，森林資源を守る取
組は，林業従事者，行政，ＮＰＯ法人など様々
な立場から行われている。こうした事実を学ん
だ上で，私たちはどうすればよいか，これから
は何が大切か，今は何を優先すべきかなどの問
いを設け，取組の意味を深く理解したり，自分
たちの立場を踏まえて現実的な協力や，もつべ
き関心の対象を選択・判断したりすることなど
である21）。（下線は筆者）
　この中で，「これからは何が大切か，今は何を優
先すべきかなどの問いを設け」ることが期待されて
いるが，これから大切にしなければならないことを
踏まえて，今，何を優先して取り組むべきかという
この思考のパターンは，先に取り上げた蟹江が論じ
ていた目標ベースのガバナンスであり，「バックキャ
スティング」の発想であると言えるだろう。以上の
ように，学習指導要領社会科においては，目標それ
自体が，ＳＤＧｓに通じる意味を含むように設定さ
れているのである。
⑵小学校社会科の内容編成とＳＤＧｓ
　小学校社会科の内容編成は，今回の改訂によって，
従来の社会の維持・発展に寄与する人々の工夫や努
力を，地域社会から国，そして国際社会へと徐々に
拡大してくように学んでいくという従来の編成原理
を維持しつつも，「国家及び社会の形成者」の育成
をより重視し，公共性を重視したものに改訂されて
いる。
　例えば，第３学年においては，公共施設の一つと
して市役所が取り上げられ，その働きを学ぶように
なった。このことは，市など行政の働きが公共性を
持つものであることを早い段階で意識させ，その後
に学ぶ地域の安全を守る働きなども全て公共性を持
つ事業であることを捉えさせるねらいがあると考え
られる。さらに第４学年においては，災害及び事故
の防止について学ぶ際には，政治の働きに関心を高
めることが重視されているなど，公共のことがらを
進めていくうえでの政治の働きを重視している。そ
して，第６学年においては，従来の歴史先習の形を
見直し，政治の働きを先に学ぶことで，政治への関
心を高めようとしている。このように，小学校社会
科の内容編成は，公共的なことがらを重視し，その
問題について考えるために政治的な内容を重視した
編成に改善されているのである。（桑原）
２．中学校社会科とＳＤＧｓ
⑴中学校学習指導要領におけるＳＤＧｓ
　中学校社会科も，教科目標については小学校社会
科とほぼ同じ内容になっている。したがって，ＳＤ
Ｇｓに通じる意味を含むものとなっていると考えら
れる。教科目標の冒頭部分を示すと下記のようにな
る。
　　 社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究し
たり解決したりする活動を通して，広い視野に
立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生
きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必
要な公民としての資質・能力の基礎を次のとお
り育成することを目指す22）。
　小学校同様に，ＳＤＧｓに最も深く関わる下線部
分については，小学校同様に解説部分で協働的に追
究することが求められており，ＳＤＧｓの原理の
パートナーシップを反映していると言える。また，
思考力・判断力・表現力等については，小学校ほど
詳細な解説はないものの，「学習指導要領の内容に
おいて「選択・判断」とともに「構想」の表記を用
いている箇所があることに留意する必要がある」と
述べられているように，目標ベースのガバナンスが
小学校社会科同様に目標に反映されていると考えら
れる23）。したがって，中学校社会科に関しても，Ｓ
ＤＧｓ達成がねらいとして含まれていると考えるの
が妥当であろう。（桑原）
⑵中学校社会科の内容編成とＳＤＧｓ
　ＳＤＧｓは，2017年版学習指導要領に盛り込ま
れている。以下，中学校学習指導要領解説（社会編）
を基に，ＳＤＧｓと関連する箇所について述べる。
　地理的分野では，内容「Ｂ　世界の様々な地域」
における「⑵世界の諸地域」内容の取り扱いにある
「地球的課題」に関連する事項として挙げられてい
る。そこでは，取り上げる地球的課題について，「地
域間の共通性に気付き，我が国の国土の認識を深め，
持続可能な社会づくりを考える上で効果的であると
いう観点」からの設定が求められているのである24）。
例としては，「生徒が地理的な事象として捉えやす
い地球環境問題や資源・エネルギー問題，人口・食
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運動」について考えさせている。最終的には，「行
動宣言ポスター」を作り，より多くの人々に「木づ
かい運動」を広めようとしている。中村は，世界や
日本の諸問題をＳＤＧｓの視点で考えさせる全９時
間の授業を報告している。単元ではエネルギーの問
題，第一次産業の抱える問題，工業，商業，サービ
ス業の問題，交通・通信網の問題を考えＳＤＧｓの
視点から解決策を検討し，最終的にはマイクロプラ
スチックの問題を取り上げて，その問題について家
庭でもできる取り組みを考えさせている。最後の時
間については詳細な指導案が示されているが，生徒
は持続可能なプラスチック利用について考えたうえ
で，当事者として自分たちにできることを提案して
いる。
　以上のように，総合的な学習の時間と教科におけ
るＳＤＧｓを取り入れた教育内容開発研究は，いず
れもＳＤＧｓの17の目標に注目している。そして，
いずれも，生徒に自分たちの学習とＳＤＧｓの17
の目標が関連していることを意識させるような学習
になっている。総合的な学習の時間に関わる梶木や，
社会科に関わる新宮・中澤や中村の実践は，教科の
学習をふまえて，ＳＤＧｓに関わる態度や行動を育
成しようとしている。ＳＤＧｓの視点からの教科内
容の理解にとどまるか，ＳＤＧｓに関わる態度・行
動の育成まで目指すかの違いはあっても，17の目
標の内容と学習を関連付けるというＳＤＧｓとの関
わり方はいずれの先行研究にも共通している。しか
し，Ⅱ章で論じたような，ＳＤＧｓの本質が学習に
反映されているとは言えないのではないか。Ⅱ章で，
ＳＤＧｓの本質を，高い目標を掲げ，その実現を前
提として今を作っていくことではないかと述べた
が，そのようなＳＤＧｓの17の目標の背後にある
理念と原理に迫る実践は見られない。ＳＤＧｓを取
り入れた教育内容開発研究においては，今後，ＳＤ
Ｇｓの目標の内容に注目するだけではなく，それら
の目標の設定に関わる理念や原理を学習の原理とし
て活かすことが期待されるのではないだろうか。（桑
原）
Ⅳ．社会科とＳＤＧｓ
１．小学校社会科とＳＤＧｓ
　今回の学習指導要領改訂の方針を示した，2016
年12月に示された中央教育審議会の「幼稚園，小
学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指
導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」
では，社会科，地理歴史科，公民科の改善の基本方
針及び具体的な改善事項が示されている。そこでは，
ＳＤＧｓを視野に入れた改善が求められている。具
体的には，国家及び社会の形成者として必要な資質・
能力として，「持続可能な社会づくりの観点から地
球規模の諸課題や地域課題を解決しようとする態
度」が挙げられている16）。また，「思考力・判断力・
表現力等」として，「社会に見られる課題を把握して，
その解決に向けて構想する力」が求められている17）。
このように，2017，2018年改訂の学習指導要領では，
社会科，地理歴史科，公民科において，グローバル
またはローカルな課題について，その原因や理由を
解明し理解することだけではなく，将来の社会のあ
り方を構想し，解決策を考案して，それに寄与しよ
うとする態度やそれを実行することが求められてい
るのである。これらを「持続可能な社会づくりの観
点から」行うことが期待されていることが示してい
るように，2017，2018年改訂の学習指導要領は，
ＳＤＧｓを視点として取り入れたものになっている
のである。本章では，そのことを小・中学校社会科
で確認していきたい。
⑴小学校学習指導要領におけるＳＤＧｓ
　小学校社会科の教科目標には，社会的な課題の解
決に向けて取り組む態度の育成が含まれており，Ｓ
ＤＧｓの視点が反映されている。小学校段階であっ
ても，将来の社会のあり方を選択し，そのあり方に
そった解決方法を判断することが期待されており，
持続可能な社会の形成に向けた目標を設定し，それ
に向けて努力することが期待されているのである。
　小学校社会科の教科目標は，下記のようになって
いる。
　　 社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究し
たり解決したりする活動を通して，グローバル
化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的
な国家及び社会の形成者に必要な公民としての
資質・能力の基礎を次のとおり育成することを
目指す18）。（下線は筆者）
この中で，「課題を追求したり解決したりする活動」
とは，いわゆる，問題解決的な学習過程のことを意
味しており，「児童が社会的事象から学習問題を見
いだし，問題解決の見通しをもって他者と協働的に
追究し，追究結果を振り返ってまとめたり，新たな
問いを見いだしたりする学習過程などを工夫するこ
と」が期待されている19）。ここで注目すべきは，
問題解決の見通しをもって追究する際に，「他者と
協働的」に取り組むことが求められていることであ
る。問題解決に向けて自分自身が主体的に臨むだけ
ではなく，他者との協働が求められていることは，
ＳＤＧｓの目標の背後にある五つの原則の一つであ
る，パートナーシップに通じるものがある。
　また，思考力，判断力，表現力等に関する目標は，
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料問題，居住・都市問題」などに関わる課題が挙げ
られている25）。すなわち，国内外のおける課題の原
因や影響について理解させることが強調されている
のである。
　公民的分野では，内容「Ｄ　私たちと国際社会の
諸課題」における「⑴世界平和と人類の福祉の増大」
の取り扱いにある「国際連合をはじめとする国際機
構などの役割」に関連する内容として挙げられてい
る。つまり，その役割は，「自然環境や資源の有限性，
貧困，イノベーションなどに関わる17のゴール（目
標）・169のターゲットからなる持続可能な開発目
標（ＳＤＧｓ）を設定し，持続可能な開発のための
取組」を推進するものと捉え25），「地球環境，資源・
エネルギー，貧困などの課題の解決のために経済的，
技術的な協力などが大切であることを理解するこ
と」26）が期待されているのである。さらに，「我が
国が抱える課題と国際社会全体に関わる課題の解決
に向けて多面的，多角的に考察，構想し，表現でき
るようにする」27）ことが求められているのである。
すなわち，社会科教師は，今後のよりよい社会を構
想するような学習を，社会科の授業で実践を重ねる
ことが重要である。そのような授業を通して，生徒
自身が，国内外の課題に対して多面的・多角的に考
察する活動を通して，解決に向けた資質・能力を身
に付けることが求められるのである。具体的には，
「⑵よりよい社会を目指して」において，「私たちが
よりよい社会を築いていくために解決すべき課題を
多面的・多角的に考察，構想し，自分の考えを説明，
論述すること」28）を期待しているのである。
　公民的分野で取り扱う内容は，政治・経済の領域
を含めて，全般的にＳＤＧｓと密接に関連している
と言える。例えば，内容「Ｃ　私たちと政治」にお
ける「主体的に政治に参加する」ことや，「Ｂ　私
たちと経済」のおける「個人や企業の経済活動にお
ける役割と責任」などは，ＳＤＧｓの達成のために
欠くことができない要素である。
　以上のことから，中学生には，国内外における諸
課題の原因や影響を理解させるだけにとどまらず，
その解決に向けた取組を将来担うであろう市民とし
ての資質・能力を育むことが重要なのである。その
ことは，ＳＤＧｓを達成するために，生徒がより良
い社会を形成する主体へと自覚させる大きな一歩と
なるのである。（高橋）
Ⅴ．総合的な学習の時間とＳＤＧｓ
１．総合的な学習の時間におけるＳＤＧｓ
　総合的な学習の時間については，それがシティズ
ンシップ教育の場として位置づけることができるこ
とを先に論じた29）。そこでの結論をふまえると，総
合的な学習の時間は，社会科と比較すると，個の能
力の育成に重点をおいていると言えるだろう。本章
では小学校を例に，総合的な学習の時間とＳＤＧｓ
の関連を検討する。
　総合的な学習の時間の目標は，下記のようになっ
ている。
　　 探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合
的な学習を行うことを通して，よりよく課題を
解決し，自己の生き方を考えていくための資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。
　　⑴ 　探究的な学習の過程において，課題の解決
に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関
わる概念を形成し，探究的な学習のよさを理
解するようにする。
　　⑵ 　実社会や実生活の中から問いを見いだし，
自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析
して，まとめ・表現することができるように
する。
　　⑶ 　探究的な学習に主体的・協働的に取り組む
とともに，互いのよさを生かしながら，積極
的に社会に参画しようとする態度を養う30）。
　この目標に示されているように，総合的な学習の
時間においては，自己の生き方が強調されている。
もちろん，自己の生き方は社会のあり方と不可分で
あるため，総合的な学習の時間の目標に社会のあり
方に関わることが含まれていないとは言えないが，
社会科ほど重視されているわけではないことは明ら
かだろう。ただし，このことは総合的な学習の時間
とＳＤＧｓの関係が薄いことを直ちに意味するわけ
ではない。先行研究においても，総合的な学習の時
間でＳＤＧｓが取り上げられていたように，何を
テーマとして総合的な学習の時間を行うかというこ
とは，学校や教師の判断に委ねられているのである。
その意味では，教師自身のＳＤＧｓの解釈を社会科
以上に反映させた実践も可能であると言える。
２．総合的な学習の時間の内容・方法とＳＤＧｓ
　総合的な学習の時間の内容は，学習指導要領の第
２の３に示されている。それを要約すれば，総合的
な学習の時間の内容には，下記のような性格を持つ
ものであることが求められている。
ア ）現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な課
題
イ）地域や学校の特色に応じた課題
ウ）児童の興味・関心に基づく課題
エ）職業や自己の将来に関する課題
そのうえで，具体的には国際理解，情報，環境，福
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祉・健康といったテーマが例示されている。解説に
は，これらの課題について，次のような説明がなさ
れている。
　　 そのいずれもが，持続可能な社会の実現に関わ
る課題であり，現代社会に生きる全ての人が，
これらの課題を自分のこととして考え，よりよ
い解決に向けて行動することが望まれている。
また，これらの課題については正解や答えが一
つに定まっているものではなく，従来の各教科
等の枠組みでは必ずしも適切に扱うことができ
ない。したがって，こうした課題を総合的な学
習の時間の探究課題として取り上げ，その解決
を通して具体的な資質・能力を育成していくこ
とには大きな意義がある31）。（下線は筆者）
　この文章を読むと，ＳＤＧｓが意識されているこ
とは明白であると言えるだろう。子どもの興味・関
心や自己の生き方が重視されていることは確かであ
るが，子ども自身が社会の形成者であることが前提
となっており，その持続可能性の実現に寄与するこ
とは期待されているのである。そして，その課題は，
正解や答えが一つに定まっているものではないた
め，自分の利害や主張にこだわるだけではなく，互
いに調整し，解決策が社会において実現されるよう
に努力しなければならないのである。
　総合的な学習の時間の方法についても，詳細なも
のが定められているわけではない。しかし，探究的
な学習が期待されていることは言うまでもなく，そ
の中では，社会科と同様に協働的な活動が期待され
ていると考えられる。
　先に示した教科目標の中の「よりよく解決する」
ということについて，解説では次のように述べられ
ている。
　　 解決の道筋がすぐには明らかにならない課題
や，唯一の正解が存在しない課題などについて
も，自らの知識や技能等を総合的に働かせて，
目前の具体的な課題を粘り強く対処し解決しよ
うとすることである。身近な社会や人々，自然
に直接関わる学習活動の中で，課題を解決する
力を育てていくことが必要になる。こうしたよ
りよく課題を解決する資質・能力は，試行錯誤
しながらも新しい未知の課題に対応することが
求められる時代において，欠かすことのできな
い資質・能力である32）。（下線は筆者）
下線部に注目すると，探究的な学習の過程において，
子どもたちには他者や社会と直接かかわること，す
なわち社会に参加・参画することが期待されている
と言える。したがって，総合的な学習の時間におい
ては，ＳＤＧｓを達成するために積極的・主体的に
活動できる態度や行動の育成が求められていると考
えられるのである。
Ⅵ ．ＳＤＧｓ達成を目指す態度の育成を目指したＥ
ＳＤの単元開発
　本章では，ＳＤＧｓ達成を目指す態度の育成を目
指したＥＳＤの単元開発について，開発の具体的な
過程にそって論じる。
１．ＳＤＧｓ達成を視野に入れた教材研究
　本研究で目指すＳＤＧｓ達成の態度形成とは，学
習者が自らの生活を持続可能性の各目標から見直
し，それを他者や社会に対して発信し，解決を目指
そうとする態度である33）。ＳＤＧｓに関わる問題を
具体的な解決を，義務教育段階で目標とすることは
困難である。あくまでも学校教育において，目標と
して位置付けられる個人の認識や態度の変容を目指
すことにする。
　そのために，学習内容は三つの視点で教材を構成
する必要がある。第一に，グローバルとローカルの
視点である。現代社会は，グローバル化が一層進ん
でいる。私たちの生活の中に，外国の文化が浸透し，
変化している。同時に，地球温暖化をはじめとする
国際課題も浮き彫りになっている。小学校の環境学
習や中学校地理的分野や公民的分野においても環境
問題を中心にグローバル化に伴う諸課題を取り扱っ
ており，学習者は様々な知識を持っている。しかし，
課題は知っていても自らの生活と結びつけて考える
ことはできていないのが現状である。このような課
題意識から，教材を構成する際には，自らの日常生
活に直接的に関係するローカルな視点を取り入れる
ことが必要である。広石英記は，このような視点を
取り入れた市民の育成を「グローカルな市民」と位
置づけ，グローバルな課題を視点にしながらも，ロー
カルな問題に取り組む市民としている34）。ローカル
な課題を取り上げ，グローバルな視点で捉えられる
内容を学習者に教材として提示することで，個人の
生活と国際社会をつなぎ合わせることができ，ＳＤ
Ｇｓ達成のための態度形成へとつながっていくだろ
う。
　第二に，社会的規範と個人的欲求の葛藤を教材化
の視点に取り入れることである。様々な社会的課題
が解決しない背景として，社会的ジレンマという状
態が存在する。社会的ジレンマとは個人と社会との
合理的な判断の差が生み出す葛藤である35）。人々は
協力行動をとるのか裏切り行動（非協力行動）の判
断を迫られており，お互い利益をめぐる合理的な判
断のなかで葛藤するのである。ここで注目すべきは
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料問題，居住・都市問題」などに関わる課題が挙げ
られている25）。すなわち，国内外のおける課題の原
因や影響について理解させることが強調されている
のである。
　公民的分野では，内容「Ｄ　私たちと国際社会の
諸課題」における「⑴世界平和と人類の福祉の増大」
の取り扱いにある「国際連合をはじめとする国際機
構などの役割」に関連する内容として挙げられてい
る。つまり，その役割は，「自然環境や資源の有限性，
貧困，イノベーションなどに関わる17のゴール（目
標）・169のターゲットからなる持続可能な開発目
標（ＳＤＧｓ）を設定し，持続可能な開発のための
取組」を推進するものと捉え25），「地球環境，資源・
エネルギー，貧困などの課題の解決のために経済的，
技術的な協力などが大切であることを理解するこ
と」26）が期待されているのである。さらに，「我が
国が抱える課題と国際社会全体に関わる課題の解決
に向けて多面的，多角的に考察，構想し，表現でき
るようにする」27）ことが求められているのである。
すなわち，社会科教師は，今後のよりよい社会を構
想するような学習を，社会科の授業で実践を重ねる
ことが重要である。そのような授業を通して，生徒
自身が，国内外の課題に対して多面的・多角的に考
察する活動を通して，解決に向けた資質・能力を身
に付けることが求められるのである。具体的には，
「⑵よりよい社会を目指して」において，「私たちが
よりよい社会を築いていくために解決すべき課題を
多面的・多角的に考察，構想し，自分の考えを説明，
論述すること」28）を期待しているのである。
　公民的分野で取り扱う内容は，政治・経済の領域
を含めて，全般的にＳＤＧｓと密接に関連している
と言える。例えば，内容「Ｃ　私たちと政治」にお
ける「主体的に政治に参加する」ことや，「Ｂ　私
たちと経済」のおける「個人や企業の経済活動にお
ける役割と責任」などは，ＳＤＧｓの達成のために
欠くことができない要素である。
　以上のことから，中学生には，国内外における諸
課題の原因や影響を理解させるだけにとどまらず，
その解決に向けた取組を将来担うであろう市民とし
ての資質・能力を育むことが重要なのである。その
ことは，ＳＤＧｓを達成するために，生徒がより良
い社会を形成する主体へと自覚させる大きな一歩と
なるのである。（高橋）
Ⅴ．総合的な学習の時間とＳＤＧｓ
１．総合的な学習の時間におけるＳＤＧｓ
　総合的な学習の時間については，それがシティズ
ンシップ教育の場として位置づけることができるこ
とを先に論じた29）。そこでの結論をふまえると，総
合的な学習の時間は，社会科と比較すると，個の能
力の育成に重点をおいていると言えるだろう。本章
では小学校を例に，総合的な学習の時間とＳＤＧｓ
の関連を検討する。
　総合的な学習の時間の目標は，下記のようになっ
ている。
　　 探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合
的な学習を行うことを通して，よりよく課題を
解決し，自己の生き方を考えていくための資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。
　　⑴ 　探究的な学習の過程において，課題の解決
に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関
わる概念を形成し，探究的な学習のよさを理
解するようにする。
　　⑵ 　実社会や実生活の中から問いを見いだし，
自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析
して，まとめ・表現することができるように
する。
　　⑶ 　探究的な学習に主体的・協働的に取り組む
とともに，互いのよさを生かしながら，積極
的に社会に参画しようとする態度を養う30）。
　この目標に示されているように，総合的な学習の
時間においては，自己の生き方が強調されている。
もちろん，自己の生き方は社会のあり方と不可分で
あるため，総合的な学習の時間の目標に社会のあり
方に関わることが含まれていないとは言えないが，
社会科ほど重視されているわけではないことは明ら
かだろう。ただし，このことは総合的な学習の時間
とＳＤＧｓの関係が薄いことを直ちに意味するわけ
ではない。先行研究においても，総合的な学習の時
間でＳＤＧｓが取り上げられていたように，何を
テーマとして総合的な学習の時間を行うかというこ
とは，学校や教師の判断に委ねられているのである。
その意味では，教師自身のＳＤＧｓの解釈を社会科
以上に反映させた実践も可能であると言える。
２．総合的な学習の時間の内容・方法とＳＤＧｓ
　総合的な学習の時間の内容は，学習指導要領の第
２の３に示されている。それを要約すれば，総合的
な学習の時間の内容には，下記のような性格を持つ
ものであることが求められている。
ア ）現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な課
題
イ）地域や学校の特色に応じた課題
ウ）児童の興味・関心に基づく課題
エ）職業や自己の将来に関する課題
そのうえで，具体的には国際理解，情報，環境，福
桑原　敏典　・　横川　和成　・　高橋　純一
− 54 −
裏切り行為は決して自分勝手な行為とは限らないと
いう点である。海野は「人々が行為の結果を見通し
ていたとしても，彼自身が合理的な選択をする限り，
社会的視野からみると（結局は社会の構成員である
個々の行為者にとっても）非合理な状態が生じてし
まう」36）と指摘している。自分が協力行動をとっ
ても自分に利益が出る保障はなく，むしろ不利益を
被る場合もあるのである。それゆえに，社会的な合
理性と個人的な合理性の間で葛藤が生じるのであ
る。ＳＤＧｓは国際的な目標であるが，最終的には
自らの生活を見直す必要がある。しかし，簡単に見
直すことができないのは，個人の利益の合理性が影
響するからである。このような視点を学習の中に，
取り入れることで，自らの生活についても反省的に
捉えられることが期待される。
　第三に，未来を構想する必要に迫られる課題提供
である。ＳＤＧｓは，未来に向けての持続可能性を
考える視点である。そのため，学習内容では未来志
向の教材を提供する必要がある。現実に結論がでて
いる論争問題では，学習者自身は判断することは
あっても，自らの生活につなげて見直すことにはつ
ながらない。例えば，「消費税を増税すべきか」は，
すでに2019年に増税された経験を学習者はしてお
り，現時点で一定の結論がでている論争を議論させ
ても，学習意欲は高まらない。また，ＳＤＧｓの学
習においては，必ずしもすぐに結論を出す必要はな
い。自らの生活の中に，ＳＤＧｓの視点を取り込む
ことができれば目標は達成される。そのために教師
は，現実に起きている課題に基づきながらも，自ら
の生活に関係する設定を学習者に提供する必要があ
る。
　以上のような三つの視点で教材開発をすること
で，ＳＤＧｓ達成を視野にいれた教材研究につなが
る。（横川）
２ ．ＳＤＧｓ達成に貢献するＥＳＤの単元開発の手
順
⑴ＳＤＧｓ・ＥＳＤを踏まえた単元の目標設定
　本稿では，社会科または総合的な学習の時間に応
用可能な単元を提案する。取り上げるテーマは環境
問題であり，教材として割りばしを取り扱う。
　先行研究の課題としては，ＳＤＧｓの17の目標
との関連を捉え，ＳＤＧｓを意識させることはでき
ても，ＳＤＧｓのもつ誰もが共有できる理想的な目
標を掲げ，その達成に向けて今何をすべきかを計画
するという原理が踏まえられておらず，学習を経て
形成される子供の態度や行動に，その原理が反映さ
れないということを指摘できた。そこで，開発単元
では，下記のような目標を設定した。
① 　持続可能な社会のために，環境問題（プラスチッ
クごみ・森林破壊）について他者と共有可能な目
標を設定することができる。
② 　設定した目標をふまえて，それを達成するため
に今すべきことを計画することができる。
③ 　計画通りに取り組めているかどうかを確認する
ための方法について考えることができる。
①と②は，ＳＤＧｓの第一の原理である仕組みとし
ての「目標ベースのガバナンス」に基づいており，
③は，ＳＤＧｓの第二の原理である測るを反映した
ものである。原理の第三は，取り上げるテーマに反
映させたい。①は，誰もがそれに向かって進むこと
ができる一般的な目標を設定するということであ
る。ここで重要なことは，他者とその目標を共有で
きるということであり，将来の社会のあり方や自己
の生き方は違っていても受け入れることができるこ
とを，互いに調整しながら見出していかなければな
らない。そして，②の目標は，ＳＤＧｓにおけるター
ゲットにあたるもので，具体的に今から将来に向け
て実行することを検討し，設定できることである。
この内容は，それぞれの考え方で異なっていてもよ
い。自分自身で達成可能なものを設定すればよいが，
その際に他者といかに協働していくかという視点を
盛り込ませたい。③は，恐らく最も子どもにとって
達成困難な課題となるのではないか。しかし，実際，
ＳＤＧｓが広く受け入れられている背景には，具体
的な到達目標に向けて行動しその成果を世の中に示
すことが求められ，互いが主体的に社会全体のため
に努力し合うというところにあるとしたら，この目
標は非常に重要であり，学習を単なる教室の中だけ
の宣言に終わらせず，実践的なものにするために不
可欠な要素であると言える。
　このようなＳＤＧｓの原理を踏まえた目標を設定
することで，ＳＤＧｓの現代社会における意義を捉
えられるようになるだけではなく，将来，そのため
に貢献しようとする態度を養うことができるはずで
ある。
⑵ ＥＳＤとしての社会科・総合的な学習の時間の授
業構成原理
　先に述べた目標を達成するためには，次のような
四つの段階から成る授業構成原理を設定した。
第一段階：問題の共有
第二段階：共有できる目標の設定
第三段階：目標達成のための行動計画の設計
第四段階：行動計画の提案（確認方法を含む）
　この四つの段階は，まさにＳＤＧｓの目標とター
ゲットが設定された過程を原理に沿って反映したも
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のとなっている。学習のプロセスを通して，学習者
自身がＳＤＧｓを態度・行動で具体化することがで
きるようになっているのである。（桑原）
３ ．ＳＤＧｓ達成を目指す態度の育成を目指した単
元開発の実際
　開発した指導案については，後に資料として掲載
している。
⑴開発単元の目標
　開発単元「割りばしから，将来の社会のあり方を
考えよう」の目標は下記の通りである。
① 　持続可能な社会のために，割りばしの利用につ
いて他者と共有可能な目標を設定することができ
る。
② 　設定した目標をふまえて，それを達成するため
に今すべきことを計画することができる。
③ 　計画通りに取り組めているかどうかを確認する
ための方法について考えることができる。
⑵開発単元の展開
　開発単元は，先に述べた授業構成原理に沿って４
つのパートで構成した。
　導入部の持続可能な地球環境に関して問題を共有
するパートは，まず，子どもにとって身近なレジ袋
の話しから始めた。次にレジ袋の有料化問題を取り
上げて，その背景を理解させることで，身近な生活
上の事柄が環境問題とつながっていることを意識さ
せる。ここでは，自分たちの消費生活，コンビニエ
ンスストアでの買い物が，華僑問題と関連している
という事実に目を向けさせたい。そして，コンビニ
エンスストアでの買い物から，弁当に注目させ，弁
当に関わるもので不要なものはないかを考えさせる
ことで，割りばしの問題に気付かせる。割りばしも
有料化するかどうかということをここで考えさせる
ことで，この時点での子ども自身の環境問題に対す
る考え，態度を明確にさせたい。それを発表させた
うえで，単元全体の課題である，「地球規模の環境
保全を考えた時，将来，今の生活をどのように変え
なければならないか考えよう」を提示する。この課
題は，ＳＤＧｓの目標を子供自身に考えさせること
に学習を発展させるためのものである。
　次に，展開１は共有できる目標を設定するパート
である。割りばしの歴史や，その便利さを捉えさせ，
自分たちの生活に広く定着していることに気付かせ
る。そのうえで，現在の割りばしの生産の状況や，
割りばしをどこの国から輸入しているのかを資料か
ら読み取らせる。そして，木材輸入の相手国である
パプアニューギニアの状況について説明する。パプ
アニューギニアの森林や人々の生活の問題状況を把
握することで，自分たちの割りばし利用が，森林の
過剰伐採の一因になっているかもしれないというこ
とに気付かせる。もちろん，割りばしだけが原因で
はないことは言うまでもないが，ここでは，割りば
しを使い捨てるという生活スタイルの問題性に気付
かせることがねらいである。そして，このパートの
最後で，このままでは，地球上の森林がどんどん減
少してしまうので，地球上の森林を失くすことなく，
今と同じ環境を維持するためには，10年後，20年
後に自分たちはどのような生活をしていなければな
らないかということを考えなければならないことを
捉えさせる。これによって，将来の到達目標の設定
が持続可能な社会を作るうえで不可欠であることを
理解させたい。
　展開２は，グループでの活動を通して，目標設定
のための行動計画を設計するパートである。ここで
は，特に，①一人ではなく，できるだけ多くの人と
共に行動するためにはどうすればよいかということ
と，②計画通りに活動が進んでいるかどうかをどの
ように示すか，その指標は何かということに留意さ
せることで，ＳＤＧｓの原則に沿った思考を促した
い。
　最後に，終結部において，それぞれの行動計画を
提案させ，計画実行に向けての意欲を喚起する。
　以上のような単元は，小学校高学年から中学校に
おいて実施可能な内容であろう。また，社会科でも，
総合的な学習の時間でも実施可能である。時間数は
２時間程度を想定している。（桑原）
Ⅶ．おわりに
　本研究では，先行研究で課題となっているＳＤＧ
ｓの本質を捉えさせ，それを具体的な態度・行動の
変容に結び付けることをねらいとして単元開発を
行った。提示した目標設定の方法と，授業構成の原
理は，本研究で扱った環境問題以外の内容にも応用
可能である。ただし，開発した単元案は概略の提示
に留まっている。話し合いに留まらず，グループで
の実践的な活動を含む単元の提案が必要である。（桑
原）
（本稿は，高橋がⅣ−２− (2)を，横川がⅥ−１を，
それ以外を桑原が執筆した。また，指導案は横川が
作成したものを，桑原が修正・補足し提示している。）
［注］
１）手島利夫「第３回「ＥＳＤに取り組んでいたら
ＳＤＧｓが出てきて困っています。」ほか」教育
出版ホームページコラム，https://www.kyoiku-
shuppan.co.jp/business/cate4/sdg-esd-3.html　2020年
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裏切り行為は決して自分勝手な行為とは限らないと
いう点である。海野は「人々が行為の結果を見通し
ていたとしても，彼自身が合理的な選択をする限り，
社会的視野からみると（結局は社会の構成員である
個々の行為者にとっても）非合理な状態が生じてし
まう」36）と指摘している。自分が協力行動をとっ
ても自分に利益が出る保障はなく，むしろ不利益を
被る場合もあるのである。それゆえに，社会的な合
理性と個人的な合理性の間で葛藤が生じるのであ
る。ＳＤＧｓは国際的な目標であるが，最終的には
自らの生活を見直す必要がある。しかし，簡単に見
直すことができないのは，個人の利益の合理性が影
響するからである。このような視点を学習の中に，
取り入れることで，自らの生活についても反省的に
捉えられることが期待される。
　第三に，未来を構想する必要に迫られる課題提供
である。ＳＤＧｓは，未来に向けての持続可能性を
考える視点である。そのため，学習内容では未来志
向の教材を提供する必要がある。現実に結論がでて
いる論争問題では，学習者自身は判断することは
あっても，自らの生活につなげて見直すことにはつ
ながらない。例えば，「消費税を増税すべきか」は，
すでに2019年に増税された経験を学習者はしてお
り，現時点で一定の結論がでている論争を議論させ
ても，学習意欲は高まらない。また，ＳＤＧｓの学
習においては，必ずしもすぐに結論を出す必要はな
い。自らの生活の中に，ＳＤＧｓの視点を取り込む
ことができれば目標は達成される。そのために教師
は，現実に起きている課題に基づきながらも，自ら
の生活に関係する設定を学習者に提供する必要があ
る。
　以上のような三つの視点で教材開発をすること
で，ＳＤＧｓ達成を視野にいれた教材研究につなが
る。（横川）
２ ．ＳＤＧｓ達成に貢献するＥＳＤの単元開発の手
順
⑴ＳＤＧｓ・ＥＳＤを踏まえた単元の目標設定
　本稿では，社会科または総合的な学習の時間に応
用可能な単元を提案する。取り上げるテーマは環境
問題であり，教材として割りばしを取り扱う。
　先行研究の課題としては，ＳＤＧｓの17の目標
との関連を捉え，ＳＤＧｓを意識させることはでき
ても，ＳＤＧｓのもつ誰もが共有できる理想的な目
標を掲げ，その達成に向けて今何をすべきかを計画
するという原理が踏まえられておらず，学習を経て
形成される子供の態度や行動に，その原理が反映さ
れないということを指摘できた。そこで，開発単元
では，下記のような目標を設定した。
① 　持続可能な社会のために，環境問題（プラスチッ
クごみ・森林破壊）について他者と共有可能な目
標を設定することができる。
② 　設定した目標をふまえて，それを達成するため
に今すべきことを計画することができる。
③ 　計画通りに取り組めているかどうかを確認する
ための方法について考えることができる。
①と②は，ＳＤＧｓの第一の原理である仕組みとし
ての「目標ベースのガバナンス」に基づいており，
③は，ＳＤＧｓの第二の原理である測るを反映した
ものである。原理の第三は，取り上げるテーマに反
映させたい。①は，誰もがそれに向かって進むこと
ができる一般的な目標を設定するということであ
る。ここで重要なことは，他者とその目標を共有で
きるということであり，将来の社会のあり方や自己
の生き方は違っていても受け入れることができるこ
とを，互いに調整しながら見出していかなければな
らない。そして，②の目標は，ＳＤＧｓにおけるター
ゲットにあたるもので，具体的に今から将来に向け
て実行することを検討し，設定できることである。
この内容は，それぞれの考え方で異なっていてもよ
い。自分自身で達成可能なものを設定すればよいが，
その際に他者といかに協働していくかという視点を
盛り込ませたい。③は，恐らく最も子どもにとって
達成困難な課題となるのではないか。しかし，実際，
ＳＤＧｓが広く受け入れられている背景には，具体
的な到達目標に向けて行動しその成果を世の中に示
すことが求められ，互いが主体的に社会全体のため
に努力し合うというところにあるとしたら，この目
標は非常に重要であり，学習を単なる教室の中だけ
の宣言に終わらせず，実践的なものにするために不
可欠な要素であると言える。
　このようなＳＤＧｓの原理を踏まえた目標を設定
することで，ＳＤＧｓの現代社会における意義を捉
えられるようになるだけではなく，将来，そのため
に貢献しようとする態度を養うことができるはずで
ある。
⑵ ＥＳＤとしての社会科・総合的な学習の時間の授
業構成原理
　先に述べた目標を達成するためには，次のような
四つの段階から成る授業構成原理を設定した。
第一段階：問題の共有
第二段階：共有できる目標の設定
第三段階：目標達成のための行動計画の設計
第四段階：行動計画の提案（確認方法を含む）
　この四つの段階は，まさにＳＤＧｓの目標とター
ゲットが設定された過程を原理に沿って反映したも
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［資料］　小中学校社会科・総合的な学習の時間指導案
１．単元名　「割りばしから，将来の社会のあり方を考えよう」（国際社会の内容）
２．目　標
　①　持続可能な社会のために，割りばしの利用について他者と共有可能な目標を設定することができる。
　②　設定した目標をふまえて，それを達成するために今すべきことを計画することができる。
　③　計画通りに取り組めているかどうかを確認するための方法について考えることができる。
３．学習の展開
学習段階 教師の指示・発問・説明 予想される答え（獲得させる知識）
［導入］
持続可能な
地球環境に
関して問題
を共有する
○ レジ袋の写真を見せ，知っていることを発
表させる。
○ レジ袋有料化が導入された背景と状況につ
いて説明する。
○ コンビニの弁当についている不要なものは
ないか考えさせる。
○ 「割りばしも有料化にしてはどうか」とい
う提案をして，自分の考えを記入させる。
○ 自分の立場をネームプレートで黒板に示し，
自分の立場を表明する。
　 （地球温暖化について習ったか尋ね，習って
いないようであれば，触れておく）
課題： 地球規模の環境保全を考えた時，将来，
今の生活をどのように変えなければな
らないか考えよう。
・有料化される。
・クジラが食べた。
・環境問題になっている。
・2020年7月から完全に実施される。
　 マックスバリュ（西脇小坂）では，小さい
レジ袋が３円，大きいレジ袋が５円だった。
・ 有料化されるきっかけは，海岸や海に大量
のごみがあり，動物たちが食べて被害を受
けている。
・ プラスチックの袋は分解されないことも問
題である。
・ 弁当を買ったときに，さらに減らせるもの
はないか考える。
・例えば，ラベル　割りばし。
・割りばしがないと困る。
　 地球温暖化を防ぐには，木を切らないよう
にしないといけない。
［展開１］
共有できる
目標を設定
する
〇 割りばしの歴史について知る。
〇 割りばしのいいところは何かを考させる。
（衛生面については，児童からはでないこと
が予想される。そこで，コンビニやお弁当
屋さんでは，割りばしを推奨していた時期
があったと児童に投げかけ，衛生面の着眼
点をもたせる。食中毒に触れるとわかりや
すい。）
・ 割りばしは江戸時代ごろから実用化され，
元々は建築資材の廃材を使用していた。そ
の便利さから量産されるようになった。
・ 使い捨て，安い，衛生的
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○ 現在の割りばしの生産について資料を読み
取らせる。
○ 割りばしをどこの国から輸入しているのか，
資料を読み取らせる。
○ パプアニューギニアの状況について説明す
る。
○ コンビニはどの程度割りばしを購入してい
るのかを説明する。（どこの会社かは伏せて
おく。）
○ 原生林の変化の資料を読み取る。
◎このままでは，地球上の森林がどんどん減
少してしまう。地球上の森林を失くすこと
なく，今と同じ環境を維持するためには，
10年後，20年後に自分たちはどのような生
活をしていなければならないかを考えさせ
る。
・ 国内の生産量が激減している。
・ 国内の割りばし工場が減っている。
・ 中国，パプアニューギニアなど。
・ パプアニューギニアの位置を地図で確認し，
写真で現地の生活を想像する。
・ スーパーが発達していない。
・ 水が売られている（水道が発達していない）
・ 貧しそう。・自然がきれい。
・ 木を切って，販売している
・ コンビニ売り揚げ高の資料を読み取る。
・ 緑が減少していることに気付く。
・ 弁当を買うのではなく，再利用可能な容器
を使って食事をとるようにする。
　割りばしを使わないようにする。
　再利用可能な弁当容器を開発する。
［展開２］
目標達成の
ための行動
計画の設計
○ 同じような目標を設定した者同士でグルー
プを作らせる。
○ グループで，次の課題を話し合わせる。
　 設定した10年後，20年後の目標を達成する
ために今からどのように生活を変えていけ
ばよいか。
○ グループで話し合わせる際に，下記の点に
留意させる。
　① 一人ではなく，できるだけ多くの人と共
に行動するためにはどうすればよいか。
　② 計画通りに活動が進んでいるかどうかを
どのように示すか，その指標は何か。
［終結］
行動計画の
提案
○ グループごとに設計した行動計画を発表さ
せる。
○ 他のグループの発表を聞いたうえで，自分
たちの計画を見直させ，最終案を作るよう
に指示する。
（指導案作成にあたっては，「先生のための教育事典ＥＤＵＰＥＤＩＡ」で紹介されていた「割り箸で社会の変化を捉え
よう―考え，意見を言える授業―（立命館小学校　柳沼孝一先生）」を参考にした。https://edupedia.jp/
article/5462080a4bad9b19b9a2fc8a（最終閲覧2020年11月20日））
［参考文献］田中淳夫「割りばしはもったいない？−食卓から見た森林問題」ちくま新書，2007年。
＊本指導案は，横川が作成したものを，桑原が修正・補足した。
